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番号 細分 NA ザ単位
番号
ub．
CC 品、　　　名 UNIT DESCRIPTION 参　考
NO no S用 1 H










8402．110006 一一 管ボイラー（蒸気の発生量が NO KG 一一 atertube　boilers　with　a　steam貿13，14．39，
毎時45トンを超えるものに限 production　exceeding　45　t　per49，66，67，
る。） hour 正63．2－20
8402．120005 一一 管ボイラー（蒸気の発生量が NO KG 一一 atertube　boners　with　a　steamノノ
毎時45トン以下のものに限る。） production　Ilot　exceeding　45　t
per　hour
8402．190005 一一 の他の蒸気発生ボイラー（絹 NO KG 一一 ther　　　vapour　　　　gene「atin9ゲ
合せボイラーを含む。） boners，　　　incLuding　　　hybrid
boilers
8402．200004 一過熱水ボィラー NO KG 一Super－heated　water　boilersノ！
8402．90 一部分品 一PartSl
1006 一一 形炉筒及び罐胴 KG 一一 orrugated　furnaces　and　boi　lershells
9001 一一 の他のもの KG 一一 ther＿
84．03 セントラルヒーティング用ボイラー Central　heating　　boilers　other　than
（第84．02項のものを除く。） those　of　heading　No，84．02：








8404．10 一一 助機器（第84．02項又は第84，03 一Auxihary　plant　for　use　with
項のボイラー用のものに限る。） boner80f　heading　Nα　84，02　0r
84，03：
1005 一一 コノマイザー KG 一一 conomisers
2000 一一 ィードウォーターヒーター KG 一一 eed－water　heaters
9000 一一 の他のもの KG 一一 ther
8404．200000 一蒸気原動機用復水器 KG 一Condensers　for　steam　or　other
vapour　power　units
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頁6マ
＿，＿＿」＿＿＿＿＿一
索したフレームの晶目番号が適用できる条件と充足した
商晶特徴知識のフレームのスロットと比較を行い、　節（
4桁〉以降の晶目番号の特定を行う。　ユーザに特定した
品目番号の表示を行う。
頁組
一 一一＿＿＿＿＿＿＿乱＿＿＿
び考察
4－1　システムテストの目的および方法
作成した品名辞書およびルールの妥当性の確認、　シス
テムの出力特性およびシステムの能力を検討するために、
システムテストを実施した。
品名辞書の妥当性の確認は文献、　JICSTシソーラ
ス、　を用いて、　晶名の語彙および品名間の概念関係の比
較検討を行った、
ルールの妥当性は、　文献熱機関工学（マ》および機械設
計便覧（8》を用いて、　機能、　用途、　性能などの特徴の項
目およびその特徴の比較検討を行った。
システムテストは図4－1に示すテスト条件を設定し、
システムの出力特性およびシステムの能力を検討するた
めに行った。
統制晶名検索部の取扱品名の適合判断機能は晶目番号
特定部へ入力される品名を左右する機能であり、　システ
ム全体の出力に与える影響が大きいので、　統制品名検索
部の出力特性および能力を検討するために図4－2に示
すテスト条件を設定し、　統制晶名検索部のモジュールテ
ストを行った。
頁舘
一＿」L＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿一
ケース玉およびケース2で入力する特徴の項目
ボイラーの使用場所
作動流体の用途
作動流体の種類
作動流体の状態
蒸気発生温度
蒸気発生量
工場
加熱用
水
気体
250℃
50TO簸／h
ケース1
　　入力する取扱品名
　　選択する統制品名
水管ボイラー
水管ボイラー
ケース2
　　入力する取扱品名
　　選択する統制品名
水管ボイラー
加熱水ボイラー
図4－1　システムテストの条件
頁70
ケース3
　　入力する取扱晶名　　　水管ボイラ
ケース4
　　入力する取扱晶名　　　水管式ボイラー
ケース5
　　入力する取扱品名　水管6ボイテー
ケース3、　ケース4およびケース5において
　出力に期待する索引語　　水管ボイラー
　　図4－2　モジュールテストの条件
r一“一一一
頁噴
＿＿＿L＿＿一一」一講＿＿＿一，＿＿」L一＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿
4－2　結果および考察
4－2－1　知識の構成および表現
（1）知識の構成
品物が含まれる類および節を探す作業には、　通関士の
持つ統計品目表の構成に関する知識が必要とされいたが、
本研究では統制晶名検索部の取扱品名の適合判漸機能、
統嗣語検索機能および関係語検索機能によって、　晶物が
含まれる類および節を探す作業と対応する処理を実現し
た。　この処理に必要な品目構成知識は品名辞書の構成に
取入れてあるので、　通関士の持つ統計品目表の構成に関
する知識と品目構成知識が対応するものとなった。
取り扱う晶物の特、徴を見極める作業には、　通関士の持
つ商晶に関する知識が必要とされていたが、　本研究では
晶目番号特定部の品目分類用特徴抽出機能よって、　取り
扱う品物の特徴を見極める作業と対応する処理を実現し
た。　この処理に必要な商品分類知識は知識べ一ス内の商
品分類知識に関するフレームに表現したので、　通関士の
持っ商晶に関する知識と商晶分類知識が対応するものと
なった。
品目表の分類条件を解釈し品物に適用する作業には、
通関士の持つ統計品目表の適用に関する知識が必要とさ
れていたが、　本研究では品目番号特定部の分類条件探索
機能および分類条件適用判断機能によって、　晶目表の分
頁た
類条件を解釈し晶物に適用する作業と対応する処理を実
現した。　この処理に必要な分類規則適用知識は知識ベー
ス内の分類規則適用知識に関するフレームに表現したの
で、　通関士の持つ統計晶目表の適用に関する知識と分類
規則適用知識と対応するものとなった。
貿易品目の分類に関する知識を、
①晶目構成知識
②商品分類知識
⑧分類規則適屠知識
に分類したことは、　①から③までの三つの知識がシステ
ム各ブロックの機能と対応し、　通関士の作業とも対応す
るので適切なものと考える。
（2）知識の表現
品名辞書は統制品名を探索するために作成したので、
一般の文献などを検索するために用いるシソーラスとは
使用目的が異なる。　本システムでは取扱品名から一階層
ごとに索引語に変換し、　統制品名に導いているので、　品
名の表記は上位語および下位語の階層を一階層にとどめ
た。
本研究のフレームの表現は英字を用いて表記したスロ
ット値識別子を除く、　フレーム名、　スロット名およびス
ロット値をすべて日本語で表記したことにより、　フレー
ムの情報は知識情報と推論の制御情報との区別が明瞭に
なった。　このことによりフレームの作成および編集を行
頁1 3
う作業において、　フレームの情報を取り扱い易くできた、
品名辞書または知識ベースに知識の追加および削除な
どの保守操作を行う場合に、　品名辞書の統制品名と知識
ベースのフレーム名が対応する関係にあるので、　品名辞
書および知識ベースを一緒に操作する必要がある。　構築
したプロトタイプシステムのデータ量は品名辞書の索引
語が約50語、　知識ベースのフレーム数が約20フレー
ムであるので、　晶名辞書および知識ベースを個々に保守
操作を行っても、　簡単に目的とする知識を探すことがで
きた。　実用化に耐えう・る知識の蓄積を行った場合に、　デ
一タ量が膨大になると考えられるので、　晶名辞書の統制
品名と知識べ一スのフレーム名との対応関係が表示でき
るようなツールを検討する必要がある、
夏．、
ユ任一、
＿＿＿一一＿」＿＿＿＿一
4－2－2　品名辞書およびルールの妥当性
（1）品名辞書の妥当性
作成した品名辞書と文献、　JICSTシソーラス、　と
比較検討した結果として、
①品名の概念関係において、　晶名辞書の索引語はJI
CSTシソーラスの索引語と比べて、　狭い概念の品名は
ほとんど無く、　同等な概念の晶名および広い概念の品名
が多くを占めていた。
②品名の語彙においては、　蒸気発生ボイラー、　過熱水
ボイラーなど、　JICSTシソーラスにない語彙が多か
った．
①の結果から、　統計品目表では大まかに分類するだけ
でよい品物は広い概念の品名を記載していると考えられ、
品名辞書はJICSTシソーラスより統計品目の分類の
目的に合わせた指向性が強いものと考えられる。　②の結
果から、　統計品目表に特有の晶名が多いと考えられる。
作成した品名辞書は統計品目表の検索に適した語彙およ
び晶名の概念関係を満たしているので、　本研究における
品名辞書は使用目的と一致する妥当なものと考える。
（2〉ルールの妥当性
作成した商品特徴知識に関するルールにおける晶名の
特徴と、　文献、　熱機関工学および磯械設計便覧、　におけ
る品物の特徴を比較検討した結果として、
夏一』巴
… ．
1一＿＿＿＿＿＿一L＿＿＿一
①品物の機能、　形式および性能の特徴は、　文献におけ
る晶物の特徴と合致するものであった。
②品物の用途および使用場所の特徴は、　文献における
品物の特徴で十分な確認が行えなかった。
①の結果から、　ヒアリング調査の結果から分類整理し
た商品特徴知識は、　晶物を工学的な見地から見た特徴と
一致していると考えられる、　②の結果から、　ヒアリング
調査の結果から分類整理した商晶特徴知識は、　晶物を実
用上の見地から見た特徴が含まれていると考えられる。
作成した商晶特徴知識に関するルールは、　現実に輸出入
される品物を分類するために必要な特徴を含んでいるの
で、　商品の特徴を抽出する目的を満足する妥当なものと
考える。
頁計
4－2－3　システムの出力特性
（1）システムテストの結果
システムテストにおいて、　各ケースの取扱品名および
統制品名の違いによる比較検討を行い易くするために、
品名以外の特徴を一定とした。　一定とした特徴は水管ボ
イラーの一般的な性能および用途に関する特徴である。
ケース1の実行結果を図4－3に示す。　取扱品名およ
び統制品名に水管ボイラーを設定した通常のケースであ
る。　出力された統計品目番号はヒアリング調査あ結果と
一致するものであり、　品目表の分類規則に従ったもので
あった。
ケース2の実行結果を図4－4に示す。　取扱品名に水
管ボイラーを設定し、　統制品名に過熱水ボイラーを設定
したケースである。一水管ボイラーの形式または過熱水ボ
イラーの性能のどちらの特徴が晶目分類に反映されるか
をテストした。　結果としては統剣晶名の過熱水ボイラー
の特徴が反映された出力となった。　この結果は水管ボイ
ラーから統計品目番号を見ると不正解であり、　過熱水ボ
イラーから統計晶目番号見ると正解である。　ボイラーの
特徴を見ると水管ボイラーが適し、　過熱水ボイラーが適
さなくなる。　この矛盾は統制品名によって自動入力され
た特徴に取扱品名の特徴を入力したことよるものである。
取扱品名から統制品名へ変換する際に、　ユーザの持って
いる過熱水ボイラーに対する特徴が統制品名の選択に影
頁77
一一一L　　　　一＿一一L＿＿＿＿
　　　　　　4ビル　　　　　　15家庭
　　番号を入力してください。　　1
　　　確認してください．
　　　再入力しますか？　yes（y）or　no（n）を入力してくださrい　n
　　作動流体の用途に当てはまる番号を選択してください。
　　　　　　0作業機械の動力用
　　　　　　1推進動力用
　　　　　　2暖房用
　　　　　　3加熱用
　　　　　　4殺菌用
　　　　　　5調理用
　　番号を入力してください。　3
　　　確認してください。
　　　再入力しますか？　yes（y）or　no（n）を入力してください　n
　　　ボイラーの　蒸気発生温度（℃）は、　いくつですか？　250
　　　確認してください．
　　　再入力しますか？　yes（y）or龍o（勲）を入力してください　n
　　ボイラーの　蒸気発生量（t／h）は、　いくつですか？　50
　　　確認してください。
　　　再入力しますか？　yes（y）or　no（n）を入力してください　n
晶目番号候補　840211000
D：￥H　H＞
辞R英小
図4 3 システムテストのケースユの
実行結果のハードコピー
’一一一 丁一一
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一一一一一⊥一一一＿＿＿＿＿＿＿」＿ ＿＿＿＿1＿＿L＿＿．
　　番号を入力してください。　　O
　　　確認してください．
　　　再入力しますか？　yes（y）併盤o（n）を入力してください　n
　　作動流体の用途に当てはまる番号を選択してください。
　　　　　　0暖房用
　　　　　　i加熱用
　　番号を入力してください。　　1
　　　確認してください．
　　　再入力しますか？　yes（y）or　no（n）を入力してください　n
　　作動流体の種類に当てはまる番号を選択してください。
　　　　　　0水
　　　　　　1水銀
　　番号を入力してください。　0
　　　確認してください．
　　　再入力しますか？　yes（y）or蝕o（n）を入力してください　n
　　　ボイラーの　蒸気発生温度（℃）は、　いくつですか？　250
　　　確認してください．
　　　再入力しますか？　yes（y）or　no（n）を入力してください　獄
　　　ボイラーの　蒸気発生量（t／血）は、　いくつですか？　50
　　　確認してください。
　　　再入力しますか？　yes（y）o童no（n）を入力してください　n
品目番号候補　840220000
D：￥H　H〉
辞R英小
図4 4 システムテストのケース2の
実行結果のハードコピー
｝一r一一一一』r四一一一一一一一丁一
頁か 『
一」＿一＿＿＿＿＿＿一響を与え、　システム内で自動的に決定された過熱水ボイ
ラーの特徴の一部とユーザの思い込んでいた特徴の内容
が異なったとき、に起こると考えられる。　この矛盾を解消
する方法は二つ考えられる。　統制品名検索部の取扱品名
の適合判断機能に加えて、　取扱晶名から統制品名への変’
換を確実なものにするために、　言語学を用いて単語の意
昧的な区切りおよび構造を考慮できる処理機能を用いる
第一の方法である。　推論過程においてユーザから入力さ
れたボイラーの特徴と知識ベース内の過熱水ボイラーの
特徴が矛盾していることが判断できるような処理機能を
用いる第二の方法である。
システムテストの結果は取扱晶名から統制品名へ概念
的に正しく変換された場合において、 ヒアリング調査一を
ほぼ満足するものであった。　参考1としてケース1および
ケース2のどちらにおいても実行時間は約15秒であり、
ユーザの入力時聞をふくめた1サイクルの時問は約90
秒であった、
（2〉モジュールテストの結果
モジュールテスト’ おいて、　検索の目的とする品名辞
書の索引語は、　いずれのケースにおいても水管ボイラー
とした．
ケース3の実行結果を図4一．5に示す。　長音記号（一）
の有無によるマッチング操作の失敗はなかった。　長音記
号の有無によって意味が異なる場合においても、　完全に
頁80
一＿＿＿＿一＿L　　　　－J＿＿　　　＿一一一
取扱晶名を入力してください。水管環イラ
取扱品名は水管東イラです．
再入力しますか？　yes（y）Qr　no（の　鼎
　水管ボイラーで調べますか？
　yes（y）or1｝o（n）　を入力してくださいy
作動流体の状態に当てはまる番号を選択してください。
　　　　o気体
　　　　1液体
番号を入力してください・　〈C
D：￥H　H〉
辞澱英小
図4－5 モジュールテストのケース3の
実行結果のハードコピー
一 一一一一r一一一一一r一一一一一　τ一
一　　　　　 町
頁蹴
一　　＿＿一一
文字列が一致する索引語を優先的に検索することで、　目
的とする索引語が検索される。　参考としてケース3の検
索実行時間は約0．5秒であった。
ケース4の実行結果を図4－6に示す。　文字列比較機
能は取扱品名と完全に一致する索引語を検索し、　マッチ
ング操作に失敗したが、　システムに設定してある式、　状、
型などの区切り文字が取扱品名に含まれていたので、　取
扱品名の適合判断機能が取扱品名を区切り文字で分割し
て索引語を検索し、　マッチング操作に成功した。　参考と
してケース4の検索実行時間は約1。5秒であった。
ケース5の実行結果を図4－7に示す。　特殊記号に対
する処理は取扱品名の適合判断機能によって、　読み飛ば
すことを行っている。　この機能によりマッチング操作に
成功している。　参考としてケース5の検索実行’時間は約
2．5秒であった。
ケース3からケース5までの結果から、　取扱品名また
は取扱品名の一部分の文字列が統制品名に含まれる場合
には、　意昧的および概念的に等価；な統制品名に変換する
ことができると考えられ、　統制品名検索部の取扱品名の
適合判断機能は取扱品名を緯制品名に変換するという機
能の目的を十分に満足するものであった。
頁　22
取扱晶名を入力してください．水管式求イラー
取扱品名は水管式ボイラーです．
再入力しますか？　yes（y）or　no（a）　n
　水管ボイラーで調べますか？
　　yes（y）or　no（n）を入力してくださいy
作動流体の状態に当てはまる番号を選択してください。
　　　　0気体
　　　　1液体
番号を入力してください。　　＾C
P：￥H　H＞
辞R英小
図4 6 モジュールテストのケース4の
実行結果のハードコピー
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取扱品名を入力してください。水管・ボイラー
取扱晶名は水管・ボイラーです．
再入力しますか？　yes（y）or礁o（蓑）㌧“
　水管深イラーで調べますか？
　　yes（y）or　BO（n）を入力してくださいy
作動流体の状態に当てはまる番号を選択してください。
　　　　0気体
　　　　1液体
番号を入力してください。　　＾C
D：￥H　H＞
辞　R英小
図4 7 モジュールテストのケース5の
実行結果のハードコピー
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貿易品目分類システムの通関手続全般のシステム化へ
の拡張性を、　以下の（1〉から（3）の三つの拡張性を明らか
にする、
（1）品目番号特定部のフレーム名にはフレーム名に統計
晶目番号を用いたものがあるので、
①入力された品目番号から品目分類適用知識を表すフ
レームを探索する。
②充足する9桁の晶目番号のフレームから適用できる
品物の特徴を、　6桁の品目番号のフレームから適用でき
る品物の特徴を、　4桁の品目番号のフレームから適用で
きる品物の特徴を順に抽出する．
③抽出した特徴から商品特徴知識を表すフレームを探
索し充足するフレームの品名を推論一する。
①から③のように推論の制御を変更することにより、　品
目番号から品名を推論することができる。　本システムで
は品名から品目番号を推論することおよび晶目番号から
品名を推論することの両方が可能である。　品目番号を推
論することは通関士の業務を支援することに対応し、　品
名を推論することは税関士の業務を支援することに対応
する。
（2〉統計品目番号の上6桁部分は関税品目分類表の分類
番号と完全に一致するので、　関税晶目分類表の関税率欄
一一 一一一 一一一一一一
頁髄
一一のデータと6桁の統計晶目番号と対応させたレコード形
式でファイル化し、　このファイルを統計品目番号で検索
することにより、　輸入関税率を出力することが可能であ
る。　輸入通関業務において輸入関税率は、　通関手続に必
要となる費用の計算に必要なデータの一つであるので、
輸入通関業務のごく一部であるが省力化することが可能
となる。
（3〉統計品目番号に対応する統計品目表の参考欄には、
取り扱う品物が抵触する可能性のある規制法令が記述さ
れているので、　晶目分類適用知識を表すフレームに統計
品目表の参考欄のデータを付加することまたは統計晶目
表の参考欄のデータと統計品目番号と対応させたレコー
ド形式でファイル化し、　このファイルを統計品目番号で
検索することにより、　規制法令の参照案内を行うことが
可能である。　特に、　輸出貿易管理令第1条第1項ま．たは
輸出貿易管理令第1条第2項には適用される貨物を定め
た別表第1があり、　輸出貿易管理令第2条第1項には適
用さ、れる貨物などを定めた別表2があるので、　別表1お
よび別表2の中の項目番号まで参照案内をすることがで
きる。　これらの法令は戦略物資、　輸出調整物資などの貨
物を規創するものであり、　統計品目番号からこれらの法
令への参照案内を行うことで、　通関書類の作成がより確
実に行えるようになる。　さらに別表1および別表2．の解
釈および適用が計算機化できれば、　撮触判断まで行うこ
頁齢
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を与えることができる。
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糸吉論
本研究によって得られた主な成果をまとめると、　以下
のようになる。
（1）通関手続に関する通関士の作業は貿易の内容に対す
る諸法令の．抵触判断を行う作業、　通関書類の選定作業お
よび通関書類作成作業に分類したことで、　通関手続全般
のシステム化への方向性を示した。
（2）統計品目番号の特定作業を分析し、　作業の分類を行
ったことから、　統計品目番号の特定作業の流れとシステ
ムの動作の流れが合致するものとなった。
〈3）統計晶目番号の特定に関する知識を商晶分類知識、
晶目構成知識および分類規則適用知識の三つに分類整理
し、　知識に適した推論機構を構築したことによって、　通
関士が統計晶目番号の特定を行ったときの統計品目番号
とほぼ同等の統計品目番号の出力が得られた。
（4〉取扱晶名を分割した断片語で検索を行うことで索引
語の適応範囲を広くすることができた、
（5）ユーザインタフェースに選択形式の入力機能および
推論機構に重複データ入力防止機能を付加することで、
ユーザの入力負担を軽減させた。
（6〉品名から品目番号を推論するこ、とおよび品目番号か
ら品名を推論することり両方が可能であり、　品目番号を
推論することは通関士の業務を支援することが可能とな
り、　品名を推論することは税関士の業務を支援すること
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が可能となった、
（7〉システムに品目番号に対応する関税率のデータを付
加することで、　取り扱う品物の関税率を出力することが
できるので、　輸入通関業務のごく一部であるが省力化で
きる可能性を示した。
（8〉システムに統計品目表の備考欄のデータを付加する
ことで、　取り扱う品物が抵触する可能性のある規制法令
の参照案内を行うことができるので、　経験の浅い通関士
に対して有益な情報を与えることができる可能性を示し
た。
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